
 基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債
ななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど

基
金
・
市
債
な
ど
 

 基
　
金
 

　
家
庭
で
い
う
「
貯
金
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
末
の
一
般
会
計
の
基
金
残
高

25

は
、　

億
２
４
４
５
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

50

て
１
億
３
３
９
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
年
度
間
の
財
源
調
整
や

計
画
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
基
金
の
安
定

的
な
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 市
　
債
 

　
家
庭
で
い
う
「
借
金
（
ロ
ー
ン
）」
に
あ
た

り
ま
す
。

　
単
年
度
の
歳
入
で
は
賄
い
き
れ
な
い
大
規

模
な
建
設
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
に
、
国
や

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
入
れ
を
行
い
、
長
期

間
に
わ
た
り
返
済
す
る
制
度
で
、
将
来
、
こ

れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
人
に
も
公
平
に
負

担
（
後
世
代
負
担
）
し
て
い
た
だ
く
目
的
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
末
の
一
般
会
計
の
市
債
残
高

25

は
、
１
０
３
億
１
５
１
７
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
９
０
５
７
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
計
画

的
な
借
入
れ
を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

 一
時
借
入
金
 

　
平
成
　
年
度
は
一
時
借
入
れ
を
行
い
ま
せ

25

ん
で
し
た
。

 市
民
一
人
あ
た
り
の
額
は
…
 

　
基
金
と
市
債
の
残
高
を
市
の
人
口
（
平
成

　
年
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

26５
万
６
７
３
２
人
）
で
除
す
と
、

焔
基
金
　
８
万
８
５
６
５
円

焔
市
債
　
　
万
１
８
２
３
円
　
と
な
り
ま
す
。

18

 特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

特
別
会
計
 

　
設
置
し
て
い
る
５
つ
の
特
別
会
計
で
は
、

各
会
計
と
も
適
切
な
予
算
執
行
に
よ
り
、
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
ののののののののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

財
政
指
標
の
状
況
 

　
主
な
財
政
指
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

 経
常
収
支
比
率
 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で
す
。
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
経
常
的
経
費

に
、
市
税
な
ど
の
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一

般
財
源
が
ど
の
く
ら
い
充
当
さ
れ
る
か
を
表

す
比
率
で
す
。
こ
の
数
値
が
高
く
な
る
と
、

財
政
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
多

く
行
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
こ
の
数
値
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
て
　
ポ
イ

25

0.8

ン
ト
低
下
し
、　

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

94

　
多
摩
地
区
　
市
の
平
均
は
　
・
０
％
で
、
羽

26

91

村
市
は
低
い
方
か
ら
　
番
目
で
す
。

22

　
今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
比
率
の

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（単位：千円）▼平成25年度特別会計の決算状況
歳入歳出
差引き

歳出決算額歳入決算額区　分

297,2806,628,3666,925,646国民健康保険事業会計

17,095870,875887,970後期高齢者医療会計

68,2362,593,9002,662,136介護保険事業会計

44,604355,338399,942羽村駅西口土地区画整理事業会計

12,9821,212,1281,225,110下水道事業会計

煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

▼経常収支比率の推移（％）

100

90

80

70

60

50
（年度）H25H24H23H22H21H20H19H18

　　羽村市　　26市平均  葛葛

95.795.1
93.3

95.596.6

101.3
97.5

91.7
88.6

91.491.9 91.4 91.1葛葛

葛葛 葛 葛 葛葛 葛 葛 葛葛

90.9

葛葛

葛葛

94.9

91.0

広報はむら26.10.15蛍

▼基金残高と市債残高の推移 （億円）

140

120

100

80

60

40

20

0
（年度）H25H24H23H22H21H20H19H18

50.2450.2455

　
市
債

　
特
定
目
的
基
金
な
ど

　
財
政
調
整
基
金
…
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
基
金

121.55121.5588118.63118.6322

113.85113.8522
110.12110.1288

108.85108.8555107.36107.3633

104.05104.0577103.15103.1522

55.3055.308855.0055.0099 53.2153.2188

42.0742.071141.7941.7999
45.2145.210048.9048.9066

　平平成成2255年度 決算報年度　決算報告告

広報はむら26.10.15計

▼健全化判断比率

財政再生基準
（レッドカード）

早期健全化基準
（イエローカード）

平成25年度区　分

20.00％13.15％－
一般会計等の実質
赤字の比率

実質赤字比率

30.00％18.15％－
すべての会計の実
質赤字の比率

連結実質赤字比率

35.0％25.0％2.7％
公債費および公債
費に準じた経費の
比重を示す比率

実質公債費比率

350.0％－

地方債残高のほか、
一般会計等が将来負
担すべき実質的な負
担を捉えた比率

将来負担比率

※実質赤字比率・連結実質赤字比率については、赤字額がないため「－」となります。
　将来負担比率については、算定上の将来負担額がないため「－」となります。

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

 公
債
費
負
担
比
率
 

　
一
般
財
源
の
総
額
に
占
め
る
公
債
費
充
当

一
般
財
源
の
割
合
を
表
す
比
率
で
、
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
す
。
一
般
的

に
は
、　

％
を
超
え
る
と
黄
信
号
、　

％
を

15

20

超
え
る
と
赤
信
号
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
て
　
ポ
イ

25

0.4

ン
ト
低
下
し
、　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8.2

　
多
摩
地
区
　
市
の
平
均
は
　
％
で
、
羽
村

26

9.4

市
は
低
い
方
か
ら
８
番
目
で
す
。

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数

 財
政
力
指
数
 

　
財
政
力
指
数
は
、
普
通
交
付
税
の
算
定
に

伴
っ
て
算
出
さ
れ
る
数
値
で
、
こ
の
数
値
が

高
い
ほ
ど
財
政
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
１
を

超
え
る
と
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
い
不

交
付
団
体
と
な
り
ま
す
。

　
単
年
度
の
比
較
を
す
る
と
、
平
成
　
年
度

25

は
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
０
０
９
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、
０
・
９
５
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
団
体
と
財
政
力
指
数
を
比
較
す
る
場
合

は
、
そ
の
年
度
を
含
め
た
過
去
３
か
年
の
平

均
値
を
用
い
ま
す
。
市
の
３
か
年
の
平
均
値

は
０
・
９
４
６
で
す
。

　
多
摩
地
区
　
市
の
平
均
は
０
・
９
６
０
で
、

26

羽
村
市
は
高
い
方
か
ら
　
番
目
で
す
。
な
お
、

12

単
年
度
で
は
　
番
目
と
な
り
ま
す
。

11

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

 健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
　
 

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足
比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比
率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率

 資
金
不
足
比
率
 

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
平
成
　
年
度
決
算

19

か
ら
市
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
決
算
を
も
と
に
算
定
し
た
比

25

率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
早
期
健

全
化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
大
き
く

下
回
る
適
正
な
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　「決算から見た羽村市の財政状況」や「財務諸表から見た羽村市の財

政分析」などをまとめた「財政白書」を発行しています。市役所1階市

政情報コーナー、図書館、市公式サイトなどでご覧ください。

▼資金不足比率

経営健全化基準平成25年度区　分

20.0％－
公営企業ごとの資金
不足の比率

下水道事業会計

20.0％－水道事業会計

※資金不足額が生じないため「－」となります。

11.0

10.0

9.0

8.0

7.0

6.0

5.0
（年度）H25H24H23H22H21H20H19H18

8.5

8.6 8.6

8.6

▼財政力指数の推移

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7
（年度）H25H24H23H22H21H20H19H18

H25多摩地区26市平均　0.960（3か年）

▼公債費負担比率の推移

1.055

1.139
1.121

1.101
1.135

0.9550.948

0.941

0.959

1.085

1.121

1.1581.138

0.944

（％）

8.2

8.8 8.8

8.2

10.4 10.5 10.4
10.0

9.6 9.7 9.7

　　羽村市　　26市平均  葛葛

9.4葛葛葛葛葛葛

葛葛

葛 葛葛葛葛 葛

葛 葛

　単年度

　 3か年

0.946

0.953



広報はむら26.10.15詣

▼収益的収支　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：千円）

886,837水道事業収益

819,526うち給水収益（水道料金収入）

867,770水道事業費用（水道を供給するための費用）

19,067差引き（純利益）

▼性質別費用の状況　　　　　　　　　　（税抜き、単位：千円）

費　用項　目

94,653職員の給与など人件費

63,789
水源から水をくみ上げたり、配水塔へ水を
溜めたりするための電気代などの費用

動力費

24,756
東京都から臨時に水の供給を受けるための
費用

受水費

149,632
水道料金徴収業務、休日・平日夜間におけ
る水源や配水場の監視業務委託などの費用

委託料

54,742施設・配水管などの修繕に係る費用修繕費

331,857固定資産価値減耗に係る費用
減価償却費・
資産減耗費

133,166企業債（借金）の支払利息に係る費用企業債利息

15,175その他

867,770合計（総費用）

▼貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税抜き、単位：千円）

負　債資　産

流動負債（未払金など）固定資産（土地・建物・配水管など）

55,5377,022,752

資　本

資本金流動資産

1,831,275（自己資本金）（現金預金・未収金など）

3,977,129（借入資本金）371,664

5,808,404　合計

剰余金

1,509,108（資本剰余金）

21,367（利益剰余金）

1,530,475　合計

7,394,416負債・資本合計7,394,416資産合計

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
ななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

 建
設
改
良
工
事
な
ど
の
状
況
 

　
管
路
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
既
設
硬
質

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
の
管
種
替
工
事
、
配
水
管
網

の
整
備
を
図
る
た
め
の
配
水
管
布
設
工
事
、
水

道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
の
浄
水
場
消
毒
設
備

取
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
収
益
は
、
８
億
８
６
８
３
万
７
０
０
０

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
１
７
４
万
５
０

０
０
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
総
収
益
の

う
ち
給
水
収
益
は
減
少
し
、
水
道
使
用
量
は

６
２
８
万
９
５
７
５
逢
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
９
万
３
４
６
３
逢
減
少
し
ま
し
た
。

 　
総
費
用
は
、
８
億
６
７
７
７
万
円
で
、
企

業
債
利
息
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
て
１
５
３
０
万
２
０
０
０
円
減
少
し
、

結
果
と
し
て
、
純
利
益
１
９
０
６
万
７
０
０

０
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

 平平成成2255年度 決算報年度　決算報告告

▼資本的収支　　　　　　　　　　（税込み、単位：千円）
0資本的収入

493,398資本的支出

162,860建設改良費

330,538企業債償還金

滑

493,398差引き

※不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
減債積立金、建設改良積立金、過年度及び当年度分損益勘定
留保資金で補てんしました。

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

 財
政
状
況
 

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
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決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

平
成
　
年
度
　
水
道
事
業
の
決
算
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

222222222222222222225555555555555555555525

問
合
せ
　
水
道
事
務
所
緯
５
５
４－

２
２
６
９

性質別費用
867,770千円

人件費
10.9％

動力費
7.4％

受水費
2.9％

委託料
17.2％

修繕費
6.3％

その他
1.8％

企業債利息
15.3％

減価償却費・
資産減耗費
38.2％

広報はむら26.10.15警

　平成25年度 決算報告
 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

イベント情報

▲東町祇園ばやし保存会

▲鹿島踊

　
　
～
共
　
通
～

会
　
場
　
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
　
月
　
日
峨
午
前
９
時
か
ら
、
ゆ
と
ろ
ぎ

10

21

窓
口
で
販
売
し
ま
す
。　

日
我
午
前
９
時
か
ら
、
ス

22

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
西
多
摩
新
聞
社
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）・
マ
ル
フ
ジ
（
羽
村
・
青

梅
・
福
生
市
内
の
７
店
舗
）
で
も
販
売
し
ま
す
。

※
ゆ
と
ろ
ぎ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日
休
館
で
す
。

※
ゆ
と
ろ
ぎ
演
芸
公
演
の
み
保
育
あ
り
（
有
料
、
申
込
み

…
１
月
８
日
牙
午
後
５
時
ま
で
に
、
直
接
ゆ
と
ろ
ぎ
へ
）

主
　
催
　
羽
村
市
教
育
委
員
会

伝
統
文
化
交
流
事
業

ゆ
と
ろ
ぎ
「
伝
統
文
化
公
演

伝
統
文
化
交
流
事
業
　
ゆ
と
ろ
ぎ
「
伝
統
文
化
公
演
」」

inin宝くじ助成金実施事業

興
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
い
ず
れ
も
入
場
料
無
料
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

焔
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
鳴
り
物
」
な
ど
の
解
説
の
ほ
か
、
高
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
画
午
後
６
時
　
分
～

27

16

30

会
　
場
　
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

定
　
員
　
２
５
０
人
（
先
着
順
）　
　

焔
図
書
館
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会

　
落
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日
臥
午
前
　
時
～

11

15

11

会
　
場
　
図
書
館

問
合
せ
　
ゆ
と
ろ
ぎ
　
緯
５
７
０－

０
７
０
７

▲三遊亭小遊三 ▲春風亭昇太

　
東
町
祇
園
ば
や
し
保
存
会
の
皆

さ
ん
が
、
羽
村
稲
荷
神
社
の
秋
季
例

大
祭
で
上
演
し
て
い
る
お
神
楽
の

一
つ
で
す
。

　
こ
の
お
神
楽
は
、
奥
多
摩
町
海
沢

の
神
庭
山
 
神
社
で
演
じ
ら
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
、
都
の
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

  ゆ
と
ろ
ぎ
演
芸
公
演

ゆ
と
ろ
ぎ
演
芸
公
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
江
戸
を
感
じ
る
初
笑
い

　
　
　
　
～
江
戸
を
感
じ
る
初
笑
い
～～

日
　
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
画
午
後
６
時
　
分
～
（
開
場
午

27

16

30

後
６
時
）

入
場
料
　
大
人
２
０
０
０
円
（
前
売
り
）、
２
２
０
０
円
（
当

日
）、
子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
１
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
販
売
枚
数
は
１
人
５
枚
ま
で
。

 出
演
予
定
者
 　

前
　
座
　
三
遊
亭
　
遊
か
り

落
　
語
　
桂
　
宮
治

落
　
語
　
春
風
亭
　
昇
太

～
仲
入
り
～

落
　
語
　
三
遊
亭
　
遊
雀

漫
　
才
　
ナ
イ
ツ

落
　
語
　
三
遊
亭
　
小
遊
三

 郷
土
の
伝
統
文
化
公
演

郷
土
の
伝
統
文
化
公
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
西
多
摩
お
ら
が
ま
ち
の
郷
土
芸
能

　
　
　
～
西
多
摩
お
ら
が
ま
ち
の
郷
土
芸
能
～～

日
　
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
蚊
午
後
２
時
～
（
開
場
午
後
１

27

18

時
　
分
）

30

入
場
料
　
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
（
高
校
生
以
下
）
１
０
０
円

（
全
席
自
由
）

 第
一
部
 

 多
摩
の
民
謡
 

出
　
演
　
伊
庭
末
雄
（
民
謡
歌
手
）

　
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
き
た
多
摩
の
民

謡
を
、
羽
村
在
住
の
民
謡
歌
手
　
伊
庭
末
雄
さ
ん
が
、
各
地
を

訪
れ
地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
中
で
、
歌
い
継
い
で
き
た
人

を
探
し
、
そ
の
唄
を
楽
譜
に
お
こ
し
て
編
曲
し
ま
し
た
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丹
念
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 第
二
部
 

 お
神
楽
「
種
蒔
き
」（
東
京
都
無
形
民
俗
文
化
財
） 

出
　
演
　
東
町
祇
園
ば
や
し
保
存
会

 小
河
内
の
鹿
島
踊
 

出
　
演
　
鹿
島
踊
保
存
会
（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

　
小
河
内
ダ
ム
建
設
の
た
め
、
全
戸
転
出
し
た
小
河
内
の
日

指
、
岫
沢
、
南
の
三
集
落
の
祭
礼
に
上
演
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
祇
園
お
ど
り
と
も
い
わ
れ

て
い
る
踊
り
を
紹
介
し
ま
す
。


